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福 祉 文 教 委 員 会 会 議 録 

 

 平成29年10月６日 

  午後１時00分 開会 

  午後１時07分 閉会 

 

１．出席委員 

   委 員 長  近 藤 千 鶴     副委員長  清 水 義 昭 

   委  員  富 永 秀 一     委  員  鵜 飼 貞 雄 

   委  員  毛 受 明 宏     委  員  早 川 直 彦 

   委  員  近 藤 善 人 

２．欠席委員 

   なし 

３．職務のため出席した議会事務局職員の職、氏名 

 
   議 事 課 長  鈴 木 美智雄   庶 務 担 当 係 長         長 野 直 之 
 
   議 事 担 当 係 長         水 野 美 樹 
 

４．説明のため出席した者の職、氏名 

 
   健 康 福 祉 部 長         藤 井 和 久   児 童 福 祉 課 長         加 藤 育 子 
 
   指 導 保 育 士         樋 口 桂 子 
 

５．傍聴議員 

   なし 

６．傍聴者 

   なし 
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午後１時開会 

○福祉文教委員長（近藤千鶴議員） ただいまから福祉文教委員会を開会いたします。 

 これより会議を開きます。 

 本日の傍聴については、申し合わせに従い15名以内とし、委員長において一般傍聴者の

入室を許可します。 

 本日の議事につきましては、お手元に配付いたしました議題に従い会議を進めます。 

 それでは、議題１ 所管事務調査についてを議題といたします。 

 １、調査事項。 

 平成29年度における待機児童の現状把握について。 

 待機児童対策の現状と今後について。 

 一時保育の現状について。 

 民間保育の現状と今後について。 

 課題、要望などの率直な意見交換。 

 ２、目的。 

 待機児童問題の解決に向けて検討するため、本市の待機児童の現状と対策について調査

する。 

 ３、方法。 

 担当職員からの説明。 

 関係資料の審査。 

 現地調査。 

 ４、期間。 

 平成30年４月27日まで。 

 これは、去る９月29日に開催しました協議会にて協議した結果です。この内容にて実施

することでよろしいでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

○福祉文教委員長（近藤千鶴議員） それでは、以上の内容で所管事務調査を実施するこ

とに決定します。 

 当局へ提出を依頼する資料について、要望がありましたら挙手を願います。 

 早川委員。 

○早川直彦委員 本当に忙しい中、所管事務をさせていただいて、逆に申しわけないと思

うんですが、できるだけ協力、無理なことは言いませんので、当局のほうも御理解いただ

きたいと思いますので、よろしくお願いします。 
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 目的は書いてあるとおり、待機児童の問題というのは全国的に問題になっていて、本市

においてもということで調査させていただきますので、それが主ですので、よろしくお願

いします。 

 調査事項の中に１、２、３、４、５と調査事項があるんですが、平成29年度における待

機児童の現状把握というものは、多分今年度の待機児童が月ごとに多分出ていると思うん

ですが、そういう現状がわかるものを出していただきたいかなというのが１点目になると。 

 また、ほかの委員からも意見があると思うんですが、あと待機児童対策については、国

のほうも待機児童や子育て支援ということを強く言い出しておりますので、当市において

も今の現状でどんな状況なのかというのと、今後、どんな施策を打っていくのか、市直営

のものもあれば、市じゃないところに委託とか、いろいろな方法があると思うんですが、

今後どういうふうに展開していくのか考えている部分、現状のわかるところで説明がいた

だきたいのと。一時保育も、今の現状がどうなっているのかというところの資料を出して

いただきたい。 

 また、民間保育、これも始まったところで、現状、今後もどういうふうに展開していく

のかという資料があればありがたいのかなと。 

 率直な意見交換というのは、現地調査というのが、方法、書いてあるんですが、次回の

委員会の中で４つの上の説明を聞いて必要だとあれば、今後現地調査もあるかもしれない

という、今のところは必ずじゃなくて、万が一必要な場合は現地調査もさせていただきた

いと。市内の病院でこれから保育を始めるとか、一時保育の現状をちょっと実際に保護者

の方から聞いてみようという意見が出てくれば、今後現地調査の可能性もあるということ

です。 

 私のほうからはこのような説明で終わらせていただきます。 

○福祉文教委員長（近藤千鶴議員） ほかにございませんか。 

 富永委員。 

○富永秀一委員 補足ですけど、待機児童の数については、去年、昨年度までは大体毎月

というのは確かに集計されていたんですけど、聞くところによると、毎月の集計というの

は今やっていないとは聞いているんですが、少なくとも現状、最新の情報でどうだという

ところは少なくとも出していただきたいなというふうに思います。 

 あとは、現地調査は前提ではなくていいですか。一応行こうという……。 

○福祉文教委員長（近藤千鶴議員） 一応方法に入っておりますので。 

○富永秀一委員 ですよね。 

 じゃ、とりあえずまずはヒアリングをして、それからということでいいですね。 
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 以上です。 

○福祉文教委員長（近藤千鶴議員） ほかにございませんか。 

（進行の声あり） 

○福祉文教委員長（近藤千鶴議員） 当局におかれましては、御用意できますでしょうか。 

 加藤児童福祉課長。 

○児童福祉課長（加藤育子君） 資料のほうはできるだけ準備させていただきます。 

 以上です。 

○福祉文教委員長（近藤千鶴議員） 御用意をお願いいたします。 

 次に、説明のために出席を依頼する職員ですが、事業に詳しい担当職員へ出席依頼する

ことでよろしいでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

○福祉文教委員長（近藤千鶴議員） 当局におかれましては、出席職員について御配慮い

ただけますようよろしくお願いいたします。 

 それでは、次回の委員会を10月16日午前10時より開会したいと思いますが、御異議あり

ませんでしょうか。 

（異議なしの声あり） 

○福祉文教委員長（近藤千鶴議員） 御異議なしと認めます。 

 次回は、10月16日午前10時より委員会を開催します。 

 当局におかれましては、次回委員会開催前までに資料の用意をお願いいたします。 

 これにて福祉文教委員会を閉会いたします。 

午後１時７分閉会 

 

 

 


